
第 2 回リウマチ対策検討会議事次第 

平成 1 7 年 5 月 1 7 日 

「 3 : 0 0 ～ 1 5 : 0 O 

経済産業省別館 825 号 室 

一 開 会 

    事 達哉 幸ロ - 

Ⅰ リウマチ対策の 論点整理について 

  前回議事確認 

  医療提供体制の 整備について 

  患者 QOL の向上と自立等について 

  情報提供・相談体制について 

三 閉 会 



配付資料一覧 

資料「 リウマチ対策論点整理 ( 案 ) 

資料 2  リウマチ対策研究の 基本的方向性 ( 案 ) 

参考Ⅰ リウマチ医療提供の 現状について 

参考 2  リウマチに関する 正しい情報の 普及 

参考 3  各都道府県におけるリウマチ 施策について 

参考 4  「今後のリウマチ 対策について」 ( 中間報告 ) 

平成 9 年 8 月 2 9 日公衆衛生審議会成人病難病部会 

リウマチ対策専門委員会資料 

(3 月 7 日リウマチ・アレルギ 一対策委員会越智委員提出資料 ) 

山本委員提出資料 

0 わが国のリウマチ 診療が世界のレベルに 比較して低い 点について 

宮坂委員提出資料 

0 リウマチ診療において 世界水準とと ヒ して診療レベルが 低いという理由 

月山委員提出資料 

0 厚労省 RA 対策検討会 

西岡委員提出資料 

0 日本におけるリウマチ 診療 

山中委員提出資料 

0 青森県におけるリウマチ 対策の現状と 課題 



リウマチ対策論点整理 ( 案 ) 

主な論点 対応 ( 案 ) 
第一リウマチ 対策の基本的方向性 

価するか。 また、 今後関節リウマチを 克服するた   
めには、 どのような基本的方向性を 持っていくべ を目指す 止 
きか。 

第二研究の推進 
一 効果的かっ効率的な 研究推進体制の 構築 

 
 

るためには、 研究 
か O 

効果的なフィードバックが 重要 
0  研究目標に基づいた 戦略的な研究がなされて ぃ 
るか。 ・有効な治療法確立のための 情報収集体制構築の 検討                             を ど う 考えるか。 ( 薬物に限定する のか。 ) 

・患者実態把握を 行 う ための定点観測体制の 整備 
一 どのような医療機関を 設定する のか。 

0  現在の問題点に 合った適切な 公募課題が設定さ 
れているか。 

0  研究課題の評価システムは 十分に機能している 
といえるか。 問題点は何か。 どのように対応すべ 
きか。 
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。 セ "" 。 二 今後重点化すべき 研究分野 

0  目標設定をして 戦略的に研究を 推進していくため・ 関節リウマチ 重症化防止のための 治療プロバラムの 
には、 今後どのような 分野を重点化し、 その優先 確立を最優先の 目標とする。 
Jl ほ位をどのように 考えていくのか。 珍 ， の 上 

制御・ 骨 破壊制御・軟骨破壊制御 ) 

  牝 ，の 立 

0  重症化防止のためにどのような 研究を行っていく 
べきか。 

・関節リウマチの 克服 ( リウマチゼロ ) をその次の優先 

法の開発及び 予防 因子を特定する 手 法の開発 ( 病因解明 )   ( 免疫システム・ 病態解明 ) 

・関節リウマチ 関連疾患の研究 

・市販後医薬品の 効能等評価を 効果的に活用するよ う、 
企業と連携し 研究を促進する。 

第三区，，品の 開発促進等 

O  厚生労働省における 研究と医薬品開発との 連携 
は充分行われているか。 連携を進める 上でどの 
ような課題が 考えられ、 どのように解決すべき 
か。 
O 
医薬品の経済的評価等を 行 う 手法の開発を 考え 
てはどうか。 
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第四医療提供体制の 整備 
一 医療提供体制 

0  地域における 医療資源を有効に 活用する観点か 
ら 、 関節リウマチに 対する医療体制に 関し、 より 
効果的に、 体系的かっ計画的に 整理されたもの 
にしていくためには、 具体的にどのような 方策をと 
ね ば よいか 。 

0  在宅医療に求められることは 何か。 

0  小りモ リウマチ診療レベルの 向上を図るべきでは 
ないか。 

二人材育成 

0  適切な医療が 確保される よう 医療従事者・ 医学生 
等に対してどのような 取組を行っていくべきか。 
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第五患者 Q0 Ⅰの向上と自立等 
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 0  正しい情報をどのように 提供していくべきか。  
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三 相談体制の整備 
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リウマチ相談員はどのように 養成すべきか。 
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第七関係機関との 連携 

0  国や都道府県がリウマチ 対策を推進していく 上で 
どのような機関と 連携すべきか。 また、 連携機関 
にどのような 役割を求めていくのか。 

第八その他 

0  本 対策の見直しは 何年毎に必要か。 
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  Ⅰウマチ対策研究の 基本的方向性 ( 案 ) 

「 次 予防 2 次予防 
早期診断 治 

3 次予防 
( 発症予防 ) ( 悪化予防 ) 

上 上ノ 二 

    
  

  

        ㎡ 目は 最優先目標は 
[ 重症化防止のための 
治療プロバラムの 確立 ] （
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